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19世紀ロシア文化におけるシューベルト

栢　沢　直　樹

はじめに

　1797年にウィーンで生まれた作曲家フランツ・シューベルトは、1828年にわずか31歳で

天一するまでの短い生涯の間にすぐれた作品を次々と生み出した。なかでも彼は霧しい数の

歌曲を後世に残し、歌曲王とも称されている。生繭の彼はその天才を一部の人にしか知られ

ず、その死後のリストによるピアノ編曲の演奏会やパリでのシューベルト歌曲の流行などに

よって、ようやく全ヨーロッパ的に認められるようになった。ウィーンやパリから遠く離れ

たロシアの人々がシューベルトを知るのも、このヨーロッパにおける再認識を受けてのこと

である。

　1997年は歌繭王シューベルトが誕生して200年闘に当たる年であった。そこで筆者もこれ

を記念して、19世紀ロシアにおけるシューベルト受容についての研究を纏めてみようと思

い立ったω。音楽の専門家でもない筆者には荷が重すぎることが予想された上に、このテー

マについては先行研究と署えるようなものが極めて少なかった（この年に筆者と同様なこと

を目罷んでいる研究者がどこかにいる可能性はあるが、そのような論考について本稿執筆中

は全く目にすることも耳にすることもなかった）。筆者に許された方法は、ロシアの文学者

たちの作品や書簡、彼らについての回想を片端から編き、音楽関係の評論や通史からシュー

ベルト関係の謁来事を拾って行くというものだった。

　ロシア語でその頭文字が“HI”になる19世紀の三人の外国人の音楽家の中で、シューベ

ルトはシューマンやショパンと比べると目立たない存在である。しかし、以下に示すよう

に、彼はロシアにも熱狂的な信奉者を見出し、やがて一般の人々にもその名と作贔が親しく

受け入れられていくようになる。一方、文学作品に現れるシューベルトはしばしば特別な衣

を身に纏っている。シューベルト受容の問題の背後には、ロシアにおけるドイツ観念論ロ

マン主義の受容と消化というもっと大きな問題が横たわっているのだ。それは明治維新以

後、西欧文化の摂取に勤しんだわが国における様々な文化現象（例えば臼本浪漫派など）と

も通発するものを持っているのである。

　収集された資料をもとに、本稿ではまずスタンケーヴィチの周辺の人々が初めて歌曲王と

出会った時の様子を取り上げ、次にコンサートや音楽評論を通して彼の作品と名前が認知さ

れていく過程を跡付け、続いて19世紀のロシア文学の世界にどのようにシューベルトが現

れているかを検証し、最後に彼をめぐるヤースナヤ・ポリャーナほかでのエピソードを紹介

する。ここに示されたロシアにおけるシューベルト受容に関する資料は完全と雷えるものか

らはまだほど遠いが、このささやかな試みを端緒として今後更なる充実を待ちたい。
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1．スタンケーヴィチによる発見　ロシア知識人とシューベルトとの出会い

　アレクセーエフとアサーフィエフは、ロシア文化がシューベルトに接した最初の時期を

扱った論考を岡じく1928年にそれぞれ公にしているが、両者ともニコライ・スタンケーヴィ

チと彼の周辺の知識人たちの歌曲王との出会いをロシアにおけるシューベルト受容の蟷矢と

冤なしている点で共通している〔21。

　スタンケーヴィチがシューベルトをr発見」したのは、歌曲王の死から7年後の1835年

のことであった。彼は偶々『魔王Er翫6nig』（D．328）（3｝を初めて知った時の驚きを∬．M．ネ

ヴェーロフ宛ての手紙（王835年2月5日付け）の中で、興奮覚めやらぬ調子で次のように

伝えている。

どこから始めたらいいだろう？　まず初めに、君が僕にシューベルトのことを書いてきた最初の人

であることをとても嬉しく思うとともに悔しくもある。ふたり一時にシューベルトを聴いたとはねi

　僕はこの作贔をうちのオストロゴシュスクの地主のサフオーノフの所で、これまで誰も弾いてみ

なかった音楽雑誌「フィロメーラ』の中に偶々兇つけた。それは昼食の後、巫山戯たりいちゃつい

たりした後だった。僕はちょっと試してみて、あやうく気が狂いそうになったよ！　そうでも欝わ

ないと、多分このバラードを読むとき、ちょうど魔王自身が子どもを捉えるように僕の心を捉える、

この幻想的で素晴らしい感情を表現することはできなかったろう。冨頭から一気にあの暗く謎めい

た盤界に連れ去られ、durch　Nacht　und　Wind駆り立てられるのだ。ねえ君、この点で意見が一致

して僕は何とも嬉しいよ。それもわざとみたいに同時になんて！　僕はこのロマンスを書き写して

おいた。それは今べ一エロフ家にある（4）。

　ゲーテの詩に18歳のシューベルトが作曲したこの驚くべき歌曲は、「作晶1」という番号

を付されて彼の名を西欧中に知らしめる先兵となったが、ロシアでも同様の運命が待ってい

たというのは興味深い。『ロシア音楽史』の年譜は、1829年に出版された『ネフスキイ年鑑』

の中にシューベルトの作品も入っていることを伝えているが⑤、楽譜の出版がそのままその

作品や作曲家の認知を意味するものではない。スタンケーヴィチも「誰も弾いてみなかった

音楽雑誌」の中に偶々三王』を見つけたのだ。彼が自分が最初にシューベルトを発見した

と誇りたく思ったのも無理はなかった。

　スタンケーヴィチの熱狂はおさまらず、モスクワでシューベルトの作品を探し求めたり、

歌曲王についての情報を求めて、事情通に訊ねて回っだ6｝。やがて彼はシューベルトの最後

の歌曲集ゼ白鳥の歌Schwanengesang』（D．957）に出会う。それは『魔王』を発見してから2

年後のことのようだ。再びネヴェーロフ宛ての手紙（1837年3月3日付け）の中で彼はこ

う書いている。

君はシューベルトの“Schwanen－Gesang”について何か耳にすることはないだろうか？　これは彼の

死後出版された作品集だ。ひょっとするとオドーエフスキイが君に歌ってくれるかも知れない。僕

にこれを薦めてくれたのはヴァーニチカの音楽の先生のランゲルだ。〈中略〉僕は2te　Ab宅eilung［第

2部］を買って、プレムーヒノに送るところだ。その中の‘IA£玉asノ’“Am　Meer”と“Doppelganger”
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に注園してくれたまえ。もっとも、どの作晶も等しく素晴らしいけれど、その種類は様々だ。それ

にしてもこれは侮という傑作だろう！　僕は生まれてこの方、こんな目貼は聴いたことがないi

いいかい、シューベルトはアル申になった上、悪い病気に罹って25歳で死んだのだよ。詩的な魂と

いうものはいつでも三二鷺妹を求めるものだ。すべてか無か、なのだ。だが誤って、それをどこに

見旧したものか分からずにいるのだの。

　スタンケーヴィチのシューベルト熱は、プレムーヒノのバクーニン家にも伝播して行っ

た。これには彼とミハイル・バクーニンとの交友とともに、当時彼がリュボーフィ・バクー

ニナと恋愛関係にあったという：事情も大いに与っていた。ネヴェーロフに上の手紙を出す数

日前に、若き暫学者はモスクワからプレムーヒノの恋人に宛てて、離れて暮らすスタンケー

ヴィチの愛に対する不安に悩む乙女を慰める三葉を連ねた後で、次のように書いて寄こして

いる（2月27臼付け手紙）。

近いうち僕は貴女の許にSchubert’s　Schwanengesangをお送りします。これは彼の死後に幽された

歌曲集です。今それはべ一エロフ家の人たちが演奏しています。これは傑作です！　ミッシェルは

Erlk6nigを一番気に入っていますが、僕の考えでは、こちらの方がすぐれています。こんな畜楽を

僕は今まで聴いたことがありません！｛8｝

　この後スタンケーヴィチは、シューベルトに関することを逐一リュボーフィに伝えてい

る。3月1日付けの手紙の中で彼は、べ一エロフ家に置いてきたシューベルトの楽譜をル

ジェフスキイに託してプレムーヒノに届けさせる旨を告げた後で、『白鳥の調の中の側々

の歌曲について寸評を加えている。

どれが最もすぐれているかは決めがたいのです。どれもそれなりに素晴らしい。弟に膏楽を教えて

いる音楽家のランゲルは何よりもAtlasを高く蟹っています。実際、これは見：寮な音楽です。独特

の性格の、何という思想を持った作品でしよう…でも、これがDoppe至鐙ngerと同様に禁制の範鵬

に入りはしないかと危撰しています。こちらは幻想的な、魔詞不思議な音楽です！　それは実際、

cauchemar［悪夢］に似ています。貴女には多分、　am　Meerが一番気に入ると思います。これは真

実の祈りです。出だしのメロディーは、実に素朴な中にも思いが溢れています。それからその中の

‘壌elen　die　Thranen　nieder”と“mich　hat　dasじng沁ckselige　Wdb”という所に注晒して下さい。並外

れた効果をあげています。FishermadchenとAbsch圭edもそれなりの傑作で、きっとアレクサンド

ル・ミハイロヴィチの気に入ることでしょう。残りの三曲は、どういう訳か分かりませんが、べ一

エロフ家の人たちの注意を引きませんでした。Das　Bildが気に入られないのは、どうやちそれが「涙

よ臼から流れ出よ」に似ているからのようです。d三e　Stadtは、おそらく伴奏の難しさのため、

顎ubenPQstは余りにも長くて陽気な曲だからでしょう〔9）。

　歌曲集『白鳥の謝はシューベルトの死後に編纂されたもので、全部で14の歌曲から成

る：『愛の使いLiebesbotschaft』、『戦死の予感Kriegers　Ahnu雛g駅『春の憧れ

F瓢hlingssehnsucht』、『セレナーデStaDdchen』、『すみかAuf6nthalt』、『遠い地にてIn　der
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Ferne』、『別れAbschied』（以上レルシュタープ詩）、『アトラスDer　Atlas』、『彼：女の肖像lhr

Blld』、『漁師の娘Das　Fishermadche瑚、『都会Die　Sξadt』、『海辺にてAm　Meer』『影法師

Der　Doppelganger』（以上ハイネ詩）、『鳩の便りDie　TabeRpos重』（ザイドル詩）。

　上の手紙からはスタンケーヴィチ周辺の人々の好みが回り、興味深いが、後にロシアでも

大変回気を博することになる『セレナーデ』についてはまったく触れられていない。これは

抽鳥の歌』が二部に分けて出版され、彼がやっと手に入れたのが『別れ』から『鳩の便り』

までを収めた第2部だったからであろうと推測される。

　さて、この二日後にスタンケーヴィチは再びリュボーフィに宛てて、ルジェフスキイが楽

譜を持っていくのを忘れたので明後日に送る旨を告げ、「貴女の声でそれらが歌われるのを

僕はどれほど聴きたく思うことでしょう。それらを貴女はとても気に入ることでしょう」㈹

と書きかけたものの、体調を崩して動けなくなった。三日後に彼は「シューベルトはやっぱ

り送れませんでした。ここではシューベルトは滅多に出ないので、みんな売り切れてしまい

ます。それでアクサーコフが火曜まで写させてくれとせがみに来たのです」（11｝と続きを書い

ている。

　とうとうプレムーヒノに『白鳥の歌』が届いた。恋入に宛てたスタンケーヴィチの手紙

（5月1日付け）は喜びに満ちている。

貴女がシューベルトの音楽を気に入って下さって嬉しいです。本当に、どれを最もすぐれていると

呼んだらいいのか、誰にも分からないでしょう。僕はAtlasを三山に気に入っていますが、それも

ランゲルが演奏するときだけの話です。次はDoppel離ngerで、最後は帰一な作品、　Am　Meerで

す。PishermadchenとAdeも傑作で、それなりに妊いものです。　Die　Stadtは、ランゲルが演奏す

るとすばらしい作品です。一陣の風と波のざわめきが見事ですq2｝。

　スタンケーヴィチの好みは随分とランゲルに依存しているように見える。M．バクーニン、

ベリンスキイ、ボトキンの友人でもあったランゲルは、ウィーンで音楽を学び、ベートー

ヴェン、シューベルトとも知り合いだったと言われる。一般にシューベルトの歌曲ではピア

ノが従属的な「伴奏」の役割を越えて独立していると言われるが、ギリシア神話の巨人に仮

託して「世界苦」を歌う『アトラス』も、夢幻的なトレモロが印象的な『都会』もそれぞれ

ピアノ演奏に特徴があり、すぐれたピアニストでもあったランゲルの腕の見せ所だったこと

だろう。『影法師』は、霞分のもとを去った恋人のかつて住んでいた家の前を訪れると、そ

こに苦痛に悶えながら虚空を見つめて立っている、自分と生き写しの男（分身）を見かけた

と歌っており、その心理学的に特異な現象とともにこの後ロシアでもよく知られるように

なって行く。

　スタンケーヴィチから送られて来た『白鳥の歌』にプレムーヒノは沸き立った。特に

シューベルトの虜となったのは、霞ら作曲もたしなむほど音楽に傾倒していた「田舎の女夢

想家」（アレクセーエフ）、ヴァルヴァーラ・バクーニナだった㈲。玉837年夏にミハイル・バ

クーニンが音楽家のランゲルらを伴って帰省すると、プレムーヒノはベートーヴェン、モー

ツァルトとシューベルトに明け暮れたというd4）。
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＊ ＊ ＊

　ロシアにおけるシューベルトとの選遁の主役は知識人層、わけてもドイツ観念論哲学を指

導理念とし、ドイツ・ロマン主義に心酔していたスタンケーヴィチの近くにいた人々が中心

となった。「スタンケーヴィチのサークルでとりわけ高く評価されたのはベートーヴェンの

作品であったが、30年代半ばからシューベルトがこのサークルの中で偶像になって行く」q5｝。

スタンケーヴィチ・サークルと双盤をなすもう一つのサークルを率いていたアレクサンド

ル・ゲルツェンは、その『過去と思索』の中で｝840年から47年にかけてのモスクワを回想

して（第25章）、ドイツ観念論かぶれのロシア人哲学者を椰平した一節に続けて、皮肉な調

子で次のように述懐している。

岡じことは芸術においても言える。ゲーテを、とりわけ響ファウスト選第二部を（それが第一部よ

りも出来が悪いためか、難解なためかはいざ知らず）知っていることは服を着ることと同じくらい

必須のことになっていた。音楽の哲学が最重視された。当然のこととして、ロッシーニは相手にさ

れず、モーツァルトには甘かったが、幼稚で精彩を欠くと見なされていた。そのかわりベートーヴェ

ンの和音の一音一音には哲学的な審査が施され、シューベルトは大変持て雛されたが、思うにそれ

は、その見事な旋難のためというよりも、むしろ彼がそうした旋律のために『金能の神』、『アトラ

ス』のような哲学的な主題を取り上げたことによるものであった。イタリア音楽と並んでフランス

文学とおよそフランス的なものはみな、そのついでにすべて政治的なものも不興を買っていた㈲。

　ゲルツェンの戯画に込められた皮肉は割り引いて聞く必要があるが、この時代のロシア知

識人層におけるドイツの哲学文学への傾倒が音楽はじめドイツ文化全般の受容を先導した

ことは確かである。アレクセーエフは「シラーがある程度まで我々のベートーヴェン理解を

準備した、と言えるのならば、ゲーテ、ハイネとドイツ・ロマン派が我々にシューベルトに

達する道を開いたのである」（1ハと総括している。ただし、ゲルツェンはシューベルトが大

：事にされた理由を彼の音楽そのものよりも、歌詞が扱っている「哲学的な主題」に帰そうと

しているが、これまで引用してきたスタンケーヴィチの手紙からは、彼を感嘆させ、魅了し

ていたものがむしろシューベルトのメロディーや音楽的効果であったと窺われることを付喬

しておきたい。

　ちなみにゲルツェンの感性は思想上の対立のためにすぐれた音楽に耳を塞ぐほど硬直して

はいなかったと見える。彼は玉840年4月にモスクワの貴族会館で行われたコンサートで、ミ

ラノ・スカラ座の歌姫がオーケストラをバックに歌ったシューベルトの『全能の神』を聴い

て、「いやこれは本当に、魂を揺さぶる、魅惑的な芸術だ」d81と手紙の中で漏らしている。

　また彼は1847年に胴時代入露誌に掲載された『Avenue　Marignyからの手紙』（後に『フ

ランスとイタリアからの手紙』と改題）の「第一の手紙」の前に「‘Aus　der罫erne．．2’シュー

ベルトの音楽」というエピグラフを冠していた。ここで触れられているのは歌曲集『白鳥の

歌』の中の‘‘揃der　Ferne”のことであろうGgl。ゲルツェンはこの年モスクワを飛び出して

からロシアに戻らず、ヨーロッパ各地を転々とすることになる。祖国への手紙の形を取るこ

の論文のエピグラフに、故郷を離れ、異国をさまよう者の不幸を歌った歌曲のタイトルを置
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こうとしたのは、己の運命を予感したゲルツェンの自嘲なのであろうか。

　さて、スタンケーヴィチと親しかった知識人の中でも、B．Eベリンスキイは最も素朴に

シューベルトを愛した一人である（もっとも彼の好みはかなり偏っていて、スタンケーヴィ

チたちのそれとは異なるようにも見えるが）。B．R．ボトキンに宛てた手紙（1840年2月3－10

臼付け）の中で、「怒れるヴィッサリオン」は随分感傷的である。

時々、僕の魂が音に飢えることがある。君の部屋で“Leiermann”を聴くことができるなら、僕はい

くら出してもかまわない。街を通りすがりに窓の下で、僕の魂の奥深く鋼み込まれた、その霊妙に

して優雅な響きを耳にしたら、僕は働晒してしまうんじゃないか、という気がする⑳。

　「辻音楽師Leiermann』はシューベルトの歌曲集『冬の旅Win乞errelse』（D．911）の最後に

収められた歌曲で、村外れに立ちつくし、ドレーライァーを虚しく宙に響かせている孤独な

「ライアー回し」の老人の姿を歌った実に寒々とした曲である。ベリンスキイは、岡じ年の

冬には再びボトキンに「『二二楽師』のことを思い出すだけで、涙がこぼれてくる。いっか

また聴けるだろうか？　ああ音楽狂よ！」〔2Dとまたしても大袈裟な二葉を漏らしているG840

年12月10、11日付けボi・キン宛て手紙）。またチュッチェフも、ベリンスキイが詩人の家

で「さあ、僕のために弾いて下さい」と言う時、それは山高楽師』とオペラ『悪魔のロ

ベール』（マイアーべ一ア）のf地獄のダンス」の催促の意味だったと遡回している（22）。批

評家としてのべリンスキイは1842年にストローエフの「i838年と1839年のパリ』を論評し

ながら、「イタリアでは諸得はく中略〉、音楽狂になるだろう。たとえ諸君の耳がグリンカの

ロマンスとシューベルトの歌曲を、あるいは街の手回しオルガンとオーレ・プーリを区別で

きなかったとしても」｛23）と、さり気なくシューベルトの名に触れている。

　ベリンスキイをめぐるこれらの事実は、『白鳥の歌』のみならず『冬の旅』も遅くとも1840

年にはすでにスタンケーヴィチ周辺の人々には周知のものとなっていたこと、また同じ頃一

般の読書人の中でも徐々にシューベルトの名が受け入れられ始めていたことを物語っている

と言える。

　　ベリンスキイは最初の手紙の引用した箇所にすぐ続けて、プーシキンの晒スラヴ人の

歌』の中の『イアキンフ・マグダノヴィチの葬送の歌』にランゲルが作曲した曲をオドーエ

フスキイが弾いてくれたのを聴いた時、憂愁と喜びで胸が締めつけられるようになったと述

べ、ランゲルを大変高く評価しているが、これは手紙の名宛て人によってその前年に書かれ

た、この曲を批評した文章を踏まえてのことかも知れない。

　ボトキンはその評論の中で、詩に音楽を付けること自体はもはや大したことではないが、

ランゲルの作品は傑出していて、「偉大で天才的なシューベルトが創造した、崇高で、芸術

的な歌曲の部類に属する」⑳と巖大級の讃辞を贈っている。この評諭家はシューベルトを

ほとんど崇拝していた。例えば彼は、歌曲で詩よりも音楽の方がすぐれている場合があるこ

とを取り上げ、これは詩人が詩の魂に十分相応しい思想と形式を纏わせられなかったもの

を、音楽においてその思想と形式から自由になって真実と美を取り戻したからで、「その最

も顕著な例がベートーヴェンの“wachtelschlag”［『うずらの鳴き声』］〈中略〉とシューベ

ルトの多数の歌曲である」〔25）と述べている。そして、ランゲルの音楽がいかに素晴らしい
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かを繰り返した後、「それゆえ吾人は彼の音楽をシューベルトの不滅の歌曲の部類に入るも

のと見なし、読者諸賢の注意を喚起したのである」㈱と結んでいる。ロシアにおけるシュー

ベルトの名と音楽の普及には、このボトキンやオドーエフスキイらのような音楽評論家の批

評活動に負う所も少なくない（次章参照）。

　スタンケーヴィチを取り巻くその他の知識人たちとシューベルトとの関わりを見てみる

と、H．H．オガリョフの名は、シューベルトの『セレナーデ』（歌曲集『白鳥の歌』）のロシ

ア語への翻訳者として忘れることはできない〔27｝。彼はこの詩の作者レルシュタープと1842年

にベルリンで会食した折、この俗物詩興がシューベルトの曲によって自分の最良の作品であ

る『セレナーデ』の詩が損なわれたと毒づくのを聞いて、「聾持ちならない奴」、「救いよう

のない愚か者」だと切り捨てている〔28｝。一方、ヴオロネジの妹が流行に遅れないように1841

年にA．B。コリツォーフが送った本や楽譜の中に『魔王』が含まれているのは微笑ましい〔29｝。

　スタンケーヴィチらの後輩筋に当たるイヴァン・ツルゲーネフは、ベルリン大学留学中の

1840年秋にマリエンバートから「ベルリンの兄剃A。n．エフレーモフに宛てた手紙の中で、

もう一人の「兄剃ミハイル・バクーニンにジークムント・ゴルトシュミットの歌曲集を入

手するように言付けを託して、この人物が「新しいシューベルト」と噂されている、と伝え

ている〔30）。ヨーロッパではすでにシューベルトの名声が広まっていた。ドイツ語を自由に操

り、先輩知識人たちの強い影響の下に一度はドイツ観念論・ロマン主義の洗礼を受けたツル

ゲーネフは、後まで長くシューベルトを愛好するようになる。ちなみにスタンケーヴィチが

イタリアで客死したのは、この手紙より二月ほど前のことだった。彼の天折を「我々は我々

が愛し、信じ、我々の希望と誇りであった人物を失った…」6Dとグラノフスキイに伝える

ツルゲーネフの手紙は、シューベルトの言卜報に接した友人シュヴィントの需葉を思い起こさ

せる：「シューベルトが死んだ。そして彼とともに、われわれの持っていた最も明るくて美

しいものが死んだ」（32｝。

2．演奏会と蛮楽時評　シューベルト音楽の普及

　ロシアでシューベルトが広く知られるようになって行ったのには、何と雷っても西欧から

やって来た歌手やピアニストによる演奏活動に負うところが大きい。その一入にウィーンの

テノール歌手、ヘルマン・ブライテイングの名が挙げられる。彼は1837年から1840年まで

ベテルブルグのドイツ劇場などに出演してシューベルト歌曲の紹介に努め、舞台で最初に

『魔王』を歌った歌手との聞こえもあった。もっとも、高踏的なボトキンはロシアの一般の

聴衆のシューベルト理解に対して悲観的であった。『1838年の音楽時謂の中で彼は次のよ

うに述べている。

ペトロフスキイ劇場のホールでの彼の最初のコンサートが満員とはほど遠かったとすれば、二度目

にはほとんど空だったと言える。神秘的なシューベルトの『魔三礫はひとり真の愛好家のためだけ

に響きわたった。ブライティングのコンサートは、わが国の聴衆にとってはドイツ者楽はその真の

意味においてはまだ存早しないということを証明した。聴衆はブライティングの力強さと熱のこもっ

た漱声を理解できなかったのだ働。
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　ロシアに初めてシューベルト歌曲を広めた一人と目されるこのテノールの活動について

は、B。Φ．オドーエフスキイも『ペテルブルグのコンサートについてのモスクワへの手紙』

（1839）の中で、成功裡に終わった女性ピアニストのコンサートで、共演したブライティン

グがシューベルトの『魔王』を歌ったことに触れているが㈹、この音楽時評の中ではまた、

チェロ奏者のA．Eセルヴェがペテルブルグでのコンサートにおいてr有名な所謂ベートー

ヴェンのワルツの変奏曲」を演奏したことが伝えられている。『悲しいワルツ』、『熱望』ワ

ルツ（“Trauer－Walzer∵‘Sehnsucht－W合1zer’1“D6sir　d’amour”〉等の名前で知られていたこの

ワルツは、実はシューベルトの作品であった〔35）。初めベートーヴェンに帰されたのは、楽譜

の出版社が無名のシューベルトの作品としては売れないと考えてベートーヴェンの名を冠し

たためであろうと考えられている66）。オドーエフスキイはこうした事情を熟知していたから

こそ、故意に「所謂ベートーヴェンのワルツ」と言ったのであろう〔37）。

　セルヴェもまたロシアにおけるシューベルトの普及に大きく貢献した。彼の演奏活動につ

いて『ロシア音楽史』は、「彼の名前は、ロシアの聴衆のシューベルトの音楽との最初の出

会いとも切っても切れない。シューベルトの変イ長調ワルツの主題による変奏曲は彼のすべ

てのコンサートのプログラムに入っていた」㈹（ソコロヴァ）と指摘している。

　i840年を過ぎた辺りから、ロシアの新聞・雑誌のあちらこちらにシューベルトに関する

記事が現れるようになる。1841年の『北方の蜜蜂』（No．44）誌には、歌曲王に関する恐らく

ロシアで最初の伝記的事実が紹介された。この不正確な伝記（生没年さえ誤っている）に続

けて、記事はシューベルトがフランスで大人気を博していることを紹介し、彼の曲を知りた

ければ、翌日に開かれるハイネフェッターのコンサートで好奇心を満たすことができるだろ

うと呼びかけ、そこでシューベルトの『さすらい人Der　wanderer』が歌われる予定である

ことを伝えている〔39）。シューベルトがフランスで流行しているという文句は、ロシア人聴衆

の好奇心をくすぐるのにそれなりの効果があったものと見られる働。

　ドイツのオペラ歌手ザビーナ・ハイネフェッターも、ロシアにシューベルト歌曲を広める

のに功績があった。彼女はi841年1月にロシアを訪れ、ペテルブルグのコンサートでシュー

ベルトの字引を披露した。特に彼女の歌う『さすらい人』は評判だったと見えて、「ザビー

ナの歌」とさえ呼ばれたという〔4D。岡年の『文学新聞』（No．113，1玉4）は、バルトウの短編

小説『シューベルトのセレナーデ』に付した編集部の注釈の中で、フランスでは歌手アドル

フ・ヌリの功績でシューベルトがドイツにおけるよりも有名になったと伝えた後、「我々ロ

シア人にシューベルト歌曲の気高い詩情を紹介してくれたのは、優れた歌手のヘルマンヴ

ライティングとハイネフェッター女史である」と述べている（42｝。

　またこの年にはシューベルトの『セレナーデ』や『アヴェ・マリア』の楽譜がロシアで出

版されたことを伝えるニュースが『北方の蜜蜂』などに掲載されている㈲。『ロシア音楽史』

の年譜にはこの年グロッスがシューベルトの交響曲を演奏したという記述が見えるが、委細

は審かでない㈹。

　そして翌1842年、ついにフランヅ・リストがロシアの聴衆の前に姿を現した。彼のロシ

ア公演はまさに「事件」だった。リストは4月8日のべテルブルグの貴族会館でのコンサー

トを皮切りに翌月末まで精力的な演奏活動を続け、数次に及ぶ各種の公開演奏会でその天才
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的テクニックを披露してロシアの聴衆を瞠目せしめたのみならず、オド一口フスキイほかの

貴族の邸のサロン・コンサートに招かれて一躍「時の人」となった。

　すでにリストは『魔王』をはじめシューベルトの歌曲を自らピアノ曲用に編曲した作品を

ヨーロッパ各地で濱奏し、シューベルト稗認識のきっかけを作っていたが、このロシア公演

においてもそれらを披露した〔45｝。これによってロシアの聴衆の目と耳に、天才ピアニストの

神業とともにシューベルトの名が深く刻みつけられたことは想像に難くない。「リストは、

作晶がやっと演奏会のレパートリーに入りはじめた偉大なロマン主義者、シューベルトの芸

術の賓伝普及に熱心だった。彼がロシアの聴衆にシューベルトの創造した最良のもの、すな

わち彼の霊感に満ちた歌曲を示したのは当然のことだった。ロシアで彼はセレナーデ、『魔

王』、Ave　Mariaと鞭鋤を演奏した」〔4〔i｝と『ロシア「膏楽史』（ソコロヴァ）は伝えている。

　ちなみに、この頃バレエやコンサートに逓い詰める日々を送っていた陸軍工兵学校生のド

ストエフスキイも、リストのエポック・メイキングなコンサートを訪れていた。当時のドス

トエフスキイを知るリーゼンカンプは「1842年4月9E｛に天才的なリストのコンサートが

始まり、5月末まで続いた。チケヅトが前代未聞の高さだったにもかかわらず〈中略〉、私

とフョードル・ミハイロヴィチはそのコンサートをほとんど一つも聴き逃さなかった」廟と

圓燃している。

　翌1843年5月頃リストは2度目のロシア公演を行った。また、この年の秋にはポーリー

ヌ・ヴィアルドー・ガルシアをプリマ・ドンナに戴き、テノール歌手ルビー二を連れたイタ

リア歌劇団が巡業に訪れた。スペイン生まれの歌姫とツルゲーネフはこの時初めて知り合っ

た。ヴィアルドー夫人はこの後繰り返しロシアを訪れるようになるが、シューベルト歌曲を

十八番としていた彼女もまた、ロシアにおけるシューベルト歌曲の普及に貢献した一人と考

えられる。イタリア歌劇団の公演の翌春、夫人の「親衛隊」の一人であったツルゲーネフ青

年は、欧州巡業中のヴィァルドー夫人にペテルブルグからラブコールを送っている（5月9

田付け手紙）。

私たちが様々なことを思い娼していることは吉いますまい。私たちは何ひとつ忘れてはいないので

すから。でも私たちは思い癌を繰り返し語り倉うことに喜びを見出しているのです。特に私はP圭ZZO

とお喋りしています。〈申略〉私は声が完全に枯れるまで彼に歌わせました。すべてをです一陣メ

オの最後の場面も、“Die　Stadt”も…。（48｝

　作家としての名声を確立してから国外で暮らすことが多くなったツルゲーネフの後半生の

手紙からは、巡業先で『影法師』などのシューベルト歌曲を歌うヴィアルドー夫人を見守る

姿が偲ばれる㈹。

　1844年3月にはヌリの弟子でパリ・オペラ座のテノールだったヴァルテル（warte1，　R－R）

が、ロシアの聴衆の前で『アヴェ・マリア』と『セレナーデ』を披露した｛50）。ちなみにオドー

エフスキイは、この年のある音楽時評の中でピアニスト、カール・マイヤーのコンサートの

予告をしながら、「おまけにこのコンサートで我々は、今やヨーロッパ中で国民的なものと

なっているシューベルトのメロディーを初めてパリに紹介した、テノール歌手のヴァルテル

を聴くことができるのである」〔5Dと彼の共演を誘い文句にして竃達している。同じ頃クラ
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ラ・シューマンが夫ロベルトを伴ってロシアを訪れたが、彼女のコンサートの演目の中にも

シューベルトの名が見える〔52）。またこの年、奇才H．W．エルンストがリストの耀みに倣って

『魔王』をヴァイオリン用に編曲した作品を自ら演奏している。『レパートリーとパンテオ

ン』誌はこの曲の「想像を絶した効果」を驚愕をもって伝えている〔53｝。1847年にはリストの

3度目の公演がロシア各地で行われた。

　以上、ブライティングをはじめとした多くの外国人音楽家たちの演奏活動を通して、ロシ

アにおいて次第にシューベルトが認知されていく様を跡づけてきたが、彼らの演奏活動を陰

で支えていたのは新聞・雑誌の力である。ボトキンやオドーエフスキイのみならず、今日で

は無名の記者や批評家の手になる様々な演奏会の案内や批評記事、作曲家の伝記などを紹介

し続けたこうしたジャーナリズムが、ロシアにおけるシューベルトの名前と作品の普及に寄

与したものは少なくない。すでに触れた『北方の蜜蜂』や『文学新聞』などの他、例えば雑

誌瓶篇小説家』はしばしばシューベルトを特集した付録を付けている（54｝。

　1863年の『ロシア報知』誌に、ロシアにおける最初の本格的なシューベルト論の一つと

見なしうるH．ブリスチアノーヴィチの論文『フランツ・シューベルト』が発表された。こ

の論文の中で彼は、歌曲王についてその生涯から作品までを縦横に諭じている。室内楽から

歌曲、歌曲集、劇音楽を解説した後で、彼は「シューベルトの歌曲の数は膨大である。我ら

がロシアの聴衆には、そのうち40曲までが知られている。だが、この40曲のうち全てが有名

であったと言うのは到底無理である。有名だったのは10曲一あるいは玉5曲かもしれない」（55｝

と述べて、13曲までを実際に名指している。彼が挙げている歌曲の名前からシューベルト

歌曲の原題を推定してみることができる（別表参照（56り。

　ブリスチアノーヴィチのリストの中の「魔王』、「さすらい人』、『アヴェ・マリア』、『子守

歌』、『鱒』などは今日でも非常にポピュラーな名曲である。歌曲集『白鳥の歌』からは『別

れ』だけが、歌曲集『冬の旅』からは蜘臼』と『郵便馬車』が挙げられており、本稿第1

章で見たスタンケーヴィチらの好みと若干のずれがあることが判る。若い女性の胸の奥が描

かれた『糸を紡ぐグレートヒェン』、『ズライカ』、『若い尼僧』が見えるのは、外国の歌姫た

ちの熱唱に負うのであろうか。ゲーテの詩になるものが多いほか、シラーの詩による『期

待』がランクされているのには、ドイツ文学に親しんでいた当時のロシアの文化状況が改め

て感じられる。

　プリスチアノーヴィチは13曲を挙げた後で「オシアンの歌曲、ウォルター・スコットの

歌曲；獅子心王グチヤードと海辺の乙女（その中の一曲が有名なAγθMαrぬである）、ミュ

ラーの歌曲：水箪小屋の媛と旅人の歌、の存在を知っていたのはわが国の一部の音楽家と少

数のドイツ音楽愛好家だけである」と述べているが5η、当時のロシアでも一世を風靡したは

ずの『セレナーデ』はなぜか彼のリストから漏れ、ここでも一言も触れられていない（彼の

趣味に合わなかったのであろうか）。

＊ ＊ ＊

　19世紀も半ばを過ぎると、ロシアのコンサートでシューベルトが演奏される機会が増し

ただけでなく、演奏曲目が歌曲にとどまらず次第にジャンルを拡げて行った。1858年3月
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10日にはペテルブルグの貴族会館で、シューベルトの『ハ長調シンフォニー』がロシアで

初めて演奏された（アリブレフト指揮フィルハーモニー協会）｛58｝。やがて交響曲のみならず、

四重奏などの室内楽、合唱曲、劇音楽なども演奏されるようになって行く。

　これに関しては、ルビンシュテイン兄弟と彼らに率いられたロシア音楽協会の演奏活動の

意義を特筆すべきだろう。ロシア音楽協会はアントン・ルビンシュテインによって1859年

に創設され、翌年には弟のニコライがそのモスクワ支部を起こした。ロシア音楽協会はベテ

ルブルグとモスクワで、兄弟の指揮による交響曲や四重奏のコンサートを定期的に開いた

が、そのレパートリーの申にシューベルトの作品が含まれていた。

　その一つ、1864年にベテルブルグで行われたロシア音楽協会の交響曲大会（アントン’ル

ビンシュテイン指揮）ではシューベルトの女声のためのセレナーデと交響幽が演奏されてい

るが、このコンサートをツルゲーネフが訪れている。彼はヴィアルドー夫人に宛てた手紙

（2月8、9日付け）の中で「先日私はコンサートでシューベルトの女声五重唱のセレナー

デを聴きました一素敵でした」（59｝と報告している。

　1867年12月16臼にはモスクワの貴族会館でのロシア音楽．協会の交響曲大会で、ニコライ・

ルビンシュテインの指揮によって『未完成交響鰯が記念すべきロシアでの初演の日を迎え

た。翌年3月にニコライはロシア音楽協会を指揮して、シューベルトのオペラ『フィエラブ

ラス』序曲を濱奏している。翌玉869年2月22田には『未完成交響曲』がペテルブルグでも

初演された（バラキレフ指揮ロシア音楽協会；砂貴族会館）。1870年ll月にはモスクワのロ

シア音楽協会がシューベルトのミサ曲の断片を、ベテルブルグのロシア音楽協会がジング

シュピール『ロザムンデ』から序曲と間奏曲を演奏している。また、協会の地方支部で開催

された連続コンサートでも、キエフ（1876年）、トボリスク（1878年）、サラトフ（1885－86年）、

ハリコフ（1886年掛などでシューベルトの作田が演奏されている。

　この頃になると、新聞・雑誌上でも交響曲や四重奏、劇音楽などを論じた記事が目立って

増えている。ピョートル・イリイッチ・チャイコフスキイは1872年に「シューベルトの四

重奏（ホ短調）」についての評論を、1874年には「シューベルトの『ミリアムの凱歌通論

と「ハ長調交響曲．シューベルト」論を『ロシア通報』誌に寄せている。翌1875年にブリ

スチアノーヴィチの『ショパン、シューベルトとシューマンについての手紙馨が単行本とし

て上梓された。1876年にはキュイが『ペテルブルグ通報』の音楽時評でシューベルトの四

重奏を論じ、1877年と79年にプロシュが『声』誌の中で、シューベルトの交響曲ハ長調と

ロ短調（所謂「未完成」交響曲）をそれぞれ取り上げている。1882年の『国外報知』誌に

はオペラゼアルフォンゾとエストレルラ蓋論（トリフォーノフ）と『ハンガリー風ディヴェ

ルティスマン』を論じた記事が掲載された。

　1886年にはシューベルトに捧げられた「歴史的交響曲コンサート」（アントン・ルビンシュ

テイン指揮）において、合唱曲『自然の中の劇毒、『森の中の夜の歌』、『この日の祝福』、交

響曲ハ長調とロ短調、『ロザムンデ爵から二つの關奏曲が披露されている。『音楽展望雲誌は

このコンサートを取り上げたり（今年）、シューマンによるシューベルトの『即興講論㈹

を紹介している（1888年）。

　アントン・ルビンシュテインは、すぐれたピアニストとして彼個人のリサイタルでも好ん

でシューベルトのピアノ曲（『魔王』、礫興の時』、『即興曲』等）を演奏する一方、ペテ
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ルブルグ音楽院で教鞭を執る教育者の顔も持っていた。1889年にはシューベルトのピアノ

曲についての彼の講義が『バヤン』誌に掲載され、同年キュイは「シューベルト解釈者とし

てのアントン・ルビンシュテイン」を論じた記事を置週』誌に発表している。そして1897

年には、シューベルト生誕100周年を記念した論文がB臼押しである。この年はペテルブル

グ、モスクワは言うまでもなく、オデッサ、カザン、バクーなどの地方都市でもシューベル

ト記念コンサートが開かれている。翌々年の1899年中「ロシア音楽新聞』はシューーベルト

のジングシュピール嫁庭騒動』がペテルブルグで上演されたことを伝えている。

　もちろんこの闇も、すでに演奏会のレパートリーとしての地位を確立していたシューベル

トの歌曲やロマンスは、あちらこちらの劇場やサロン・コンサートで歌われ続けていた。

ヴィアルドー夫人に宛てた手紙（1871年2月14、15日付け）の中で、ヅルゲーネフは夫人

の娘ルイーズが柵戸ーヴァ央人邸での夜会で『影法師』と『糸を紡ぐグレートヒェン』など

を歌ったことを報告している仙。また、1893年にベテルブルグのマリインスキイ劇場で行わ

れたフィグネル夫妻のコンサートを批評した小文をアントン・チェーホフが物している。

「ツァーベル氏のハープ、ヴァルター氏のヴァイオリンの伴奏でフィグネル夫人が歌った

“Ave　Maria”にもまた大きな感銘を受けた」｛62｝。

3．文学作品における反映

　ロシア音楽界にデビューを果たしたのと相前後して、シューベルトは文学の世界にも登場

している。音楽評諭を通して早くからシューベルトをロシアに紹介していたオドーエフスキ

イがここでも先鞭をつけている。彼が『1838年の文芸年鑑』の中に発表した『孤児』（1838）

に早くもシューベルトの名と作品が顔を出している。

　「孤児』は当初『棺桶屋の手記』という題の下に計画されていた連作短篇小説のうち最初

に発表された作品である㈲。この短篇小説の語り手が棺桶屋と知り舎う場面にシューベルト

の名と作品が登場する。なお、この作品は現在刊行されているオドーエフスキイの各種作品

集には収められていないので、実際のテクストに当たることはできなかった。この作品に関

する記述は、もっぱらサクーリンの研究に拠っていることを予めお断りしておく。

　サクーリンの紹介する粗筋によれば、語り手と棺桶屋が知り合ったのは次のような訳である：

縷ぎの虫に取り付かれ、雨のペテルブルグをさまよい歩いていた若者が張り出した屋根の下

で雨宿りしているうち、ふと見上げると棺桶屋の看板が目に止まり、彼は衝動的にその家の

中に入って行った。すると中は心地よく、色々な絵画やゲーテの肖像が飾ってあった。彼の

心理状態を察した棺桶屋は身内のエンヘンに伺か歌うよう求めた。彼女はピアノの伴奏で

「美しい澄んだ声でシューベルトの有名なアリアDas　G16cldeinを歌い出した」。この歌は

「どこかの未完成の墓場」を舞台に「人生でめったに出会わない瞬間、絵描きが捉え、詩人

の魂にいつまでも残り、日々の生活の闇の中で詩人のために光り輝く瞬聞の一つをなしてい

た」。棺桶屋と若者は互いに名を名乗り、友人になった㈹。

　ここで『鐘Das　G16c雄ein』と呼ばれているシューベルトの歌曲は、1．　G．ザイドルの詩に

よる『臨終の鐘Das　ZUgeng16c雄ein』（D．871）のことであろうと考えられる。棺桶屋と「臨

終の鐘」とはいかにもあざとい取り合わせであるが、そもそもオドーエフスキイは疾風怒濤
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詩人の鐙みに倣って、シラーの『鐘の歌Das　Lied　vo烈der　Glocke』のエピグラフ“Vivos　voco，

mortuos　plangO”〔我は生者を呼び、死者を悼む］をそのままll｛分の『棺桶屋の手記』のエ

ピグラフとして冠するほどだった嚇。自作短篇へのシューベルト歌曲の逸早い導入は、ドイ

ツ観念諭・ロマン主義に傾倒し、1痴欧三楽への造詣が深く、『ベートーヴェンの最後の四重

奏』（1830）や『セバスチアン・バッハ』（1835）などの短篇小説まで物している、この多芸

多才で異色の公爵ならではの一種の旧いだったのかも知れない。

＊ ＊ ＊

　凱H．パナーエフは申篇小説『アクテオン』（1842）の中で地方の地ll三族の生態を滑稽か

つ批判的に描き旧したが㈹、この作晶では不素な男女の心の拠り所としてシューベルトの歌

曲が、彼らをめぐる物語の申で極めて重要な役回を担っている。

　首都ペテルブルグから生まれ育った村に移り住み、時とともに正真正銘の田舎の「旦那」

に変貌して行く夫と異なり、意に染まぬ結婚を強いられたオリガ・ミハイロヴナは田干の生

活になじめず、姑はじめ1韻瑚の人々とも折り含わず孤独でいる。彼女の唯一の慰めばシュー

ベルトの音楽の響きであった。作中では彼女が『セレナーデ』を歌う場面で、オガリョフに

よるロシア語訳が初めて公にされている翻。彼女にとってシューベルトは、二度と戻らぬ人

生で最良の日々の思い出と堅く結びついていた。早くに両親をなくした彼女は娘時代をモス

クワの伯母の家で過ごしたが、そこで知り合った大学生の家庭教帥にシューベルトの手ほど

きを受けたことがあり、彼が歌曲王について認めた長い手記をずっと大切にしまっていた。

「長いこと私は貴女にシューベルトについて少しお話ししたいと思っていました」と書き1：拙

すその手記は「シューベルトは現代の天才的芸術家です。いつの【ヨか19世紀が彼のことを

誇るようになるでしょう」と最大級の讃辞を惜しまない。教師によれば、「シューベルトは

歌曲しか書きませんでした」が、まさにこの点に彼の天才性が現れており、彼は素朴な歌を

極めて芸術性の高いものにまで高めた。「それらは一時のこれらの歌曲は一人閾精神の省葉

にならないような極めて奥深い、秘められた内面性の発露に満ちています。〈中略〉そして

まさにこの神秘的な感情をシューベルトはその底なしの深みにおいて捉え、それをその聖な

る暗がりから抽き出し、結晶化させ、白日の下に晒したのです」闘。続いてベートーヴェン

とシューベルトが比較され、もし繭者の音楽が歴史的精神の偉大な現象を捉えているとすれ

ば、「シューベルトの歌曲は、歴史から隠されたままの人間精神の謎めいた側面を尽くそう

としているのです」。ベートーヴェンは勝利蕾としていつも勝ち誇っているが、rシューベル

トにおいて表現されたのは人闘の生の悲劇的な側面、その秘められた、内面の真心の’世界で

す」として、彼はさらに筆を進める。

しかしながら、これはシューベルトの天才の様々な三面のひとつにすぎません。彼の歌曲に優勢な

性格は、音楽的状態という以外に私には呼びようのなかった精神状態から来ています。この感覚は

いつでもメランコリーと溶け合っています。〈申略〉喜びというのは排他的なもので、喜びは喜びし

か愛しません。反文寸に、悲しみは自分の土壌の中で育ちます。それは地下の世界です。〈中略〉悲し

みの中では、入はいつでもすべてをより強く、より深く感じ、より生き生きとすべてに共感するこ

一13一



相沢直樹

とができます。悲しみの中で人はすべてのものを祝福するのです…〈中略〉メランコリーは悲しみ

の最高次の、理想的な側擁です一それは心を苛む、重苦しくて暗い一切のものを除かれ、ただの芳

香と化した悲しみです。メランコリーとはエーテル、すなわち精神の音楽的状態の内的要素です。そ

してシューベルトの創造物はすべてメランコリーを呼吸しています。‘刃inde”におけるように明る

く素朴な感覚や、あるいは『セレナーデ選におけるように人生享受的な心の昂揚に彼が身を委ねる

ことは稀です〔69｝。

　この手記はシューベルト歌曲の本質を深い共感をもって見事に捉えた大変美しい、小さい

ながらもすぐれたシューベルト論の体をなしている。ただ悲しみや不幸が強調されすぎる嫌

いがあるのは、この小説における女三人公と謎めいた「彼」の悲しくも気高い生き方からの

要請であろうか。

　さて、二人は偶然再会するのだが、無理解な周囲の人々の流言の犠牲となる。急にイタリ

アに旅立つことになった教師（彼の名前は終いまで明かされない）の前で、もう一度彼女の

歌うシューベルトを聴きたいという彼の以前からの願いを叶えるべく、病に落ちて痩せ衰え

たオリガは最後の力を振り絞って『さすらい入』を歌い上げる。この場藤にはロシア語に訳

された『さすらい人』の歌詞が示されている。これが彼女の「白鳥の歌」となり、女主人公

がまもなく亡くなったことを伝えて小説は終わっている。

＊ ＊ ＊

　1850年代のツルゲーネフはロシア・インテリゲンヅイヤとドイヅ・ロマン主義の関係と

いう問題に精力的に取り組んでいた。この時期に彼は、この問題を背鍛にした作晶を集中的

に執筆している。その一つ、短篇小説『ヤーコフ・パースィンコフ』（1855）において、作

家は理想に殉じた「最後のロマン主義者」の姿を深い共感を込めて描いているが、この主人

公の周囲にはスタンケーヴィチ・サークルの雰一気が色濃く滲み出ている。そして、この

サークルの人々岡様、パースィンコフもシューベルトに置畳な愛着を持っている。主人公が

ペテルブルクのズロトニツキイ家で過ごす場薗に、次のような印象的な一節がある。

パースィンコフは音楽を大変愛していました。彼はよくソフィアに何か弾いてくれるよう頼み、脇

に腰を下ろして聴き入っては、時おり感じ入った調子の甲高い声で伴唱していました。とりわけ彼

が愛していたのは、シューベルトの握座』でした。目の前で「黒闇」を弾かれると、音と一緒に

水色の長い光線のようなものが、高みからまっすぐ胸に流れ込んで来るような気がするんだ、と彼

はきっぱり言うのでした。私は今でも、雲一つない夜空に星たちが静かに瞬いているのを見ると、き

まってシューベルトのメロディーとパースィンコフのことを思い出すのです…㈹

　この作晶では「忘れがたきパースィンコフ」を回想する語り手の門葉のそこかしこに、敬

愛するスタンケーヴィチへの作家の三階の念が響いている。

　『ヤーコフ・パースィンコフ』よりも先に脱稿しながら発表の前後した「文通』（1856）は、

ロマンチックな田舎の老嬢と「余計者」の間の往復書簡という形式を借りて彼らの奇妙な恋

一14一



~f~Jj(7)~*~:ti\'iPl" Р {:, о ;ь ~ -'f-~~(7) ф-С"7' i) -t ' 7 v;7-Jj-:/ l' р ':7·j-I:t, Ю:1~(7) А ~ ~-= 'f,f 
~7d: EI-c' ~'[ ~ n, г 3(t1fo'-1:13' J t: 1I1Ч;J:'nt.: t) , 9H~~I*iJ!;b ~ 7d: ё' t: Р -) f~fЧ~(7)*@:Z. 7d: Нз 
5}(7)::f*7d::/:Яj!!! ~mx. l" ~ '~o f!.:lt3( l:t!J'iJ ~-= 1iШ~~т ~ ~ Е! itf(T ~ l!mA(7)ll'lJj~(7)B~ ~-= ~ n,:Щ};Ь 
~ ;:: t: ~-= 1N 'ь ~ 'ь 7d: ~ '1I~1 ~ IIJOIm.\ ~ n l" ~ ,t.: о 

::'IJY!iiJ., 1iLiJ,p-::>bli1JiJ'i§~~J?t'il"LР-С Р-::>Ъ r;bt?t:,J ~1=J1тl"LР~СШ-::JL~iJ'Т, т 

М~1т~М~~тг~t?t:,~-;Ьt?t:,~? ~t?t:,~?Jcmb~~T~.~ti1~::.~~q~ 

J.L;ti)L < n1l"t..:. 1il,iJЧ5U#J:!Н=*-::JL JII ~i:\jmHJ ~ -::>~ 1) -::> l" Л \ ~, -'Спъ;/ ~ -л:.)v l' ~ 

~vт-т~ПТ~tfiJ', t..:t!. Гл:.- r-ij:L/, л:.- r-ij:L/! J C§'-::JLIIФ~~iJ;t:,. 1"":) 

t..:< ;b~:9:~j:5IH:::JIn~';(\~§7p~~~t!.! :Z\~I;.~, ~'~-::JL(7i). 

fgzftiJ!~,-:::>'Ь r;bt,~J ~\3t\'iiL-l"Р{:'t:L-l" Гt't,~А..-;Ьt,~А..? c:t,~A..?J t: 
Й1\Ь~ t: ~,-) {tj: l:t , р"? :/.:t~13'(7) rV51ff:J A..(7)'l'!RjjIH-='Х1Т ~ :fJIIIm<t.:;S -) о -~~f1iOl:l-j61v 

-С', V.:L -«Jv l' (7)11f'Лi.!Н r ~ т ~ ~ 'А.! (7)J"iP т -1 - t: я ~ ;: t: 'ь -с' ~ ~ о ;: (7)-'f-*~Ш1f:fi'4 

t: l:t p:z., l' -1 'у, Р"? :/з::~~-= {tHJj LJ.: Р У7 (7)9;n~AiJ!.f nt: f!!Н~(7) 1fI~(7)A ~ (7) EI ~-= 
ё' (7) J: -) ~-= I~ "J l" ~ ,t.: iJ' ~ 9;п ~ --:::> (7)-'f-iJ!iJ, t) ~ -I=].:z' l" < n l" ~ ,~ о 

'у JV7'--i', 71:t Р У79;п~АТ~ t: l' -1 'У' Р"?:/±'~(7)I1i1ilfU-=--:::>(7)IRtJJ t) ~-:::>,t ~ iJ'(7) 

J: -) ~-=, Дjtf}](7)~jfflj!J\m ГJv-т:/.J (1856) ~-={~H:\ !А.:@'I~t~~~~-1t, f!.:lt (7) T«l" ~tш 
;: -) t: L,f.:o ;: (7){Т" Б'tJ (7) .:tA~ l:t '7 А:/ Ап-tfSl\ ~-=JЯnt.:1fН)] (7)ll9liJ' ~ Т-С' ~-= I-Ч 'у' Р '7' 
:/.:t~(7)IJ!§Ji1if13'(7)JX ~МИ"J l" ~ '~o ~:t?~1f',~ Jv-T :/iJ!J"i:/ 3<" v 7 А =r--1 ~-= г V.:L -«Jv " 

(7)"Егlkбпig" ~1ifIJfНП-С'ТiJ'? J t:t.:T~d.., rJI:.:E.J (7)I::7 Ji!ц~~{JELJ.:(72) (7)I:tI&7d:~ 

;: t: -С' l:t 7d: iJ'''J t.: о ;: (7)1~F,,~iJ' ~ {ВННН lm (7) А ~ ~-=WJjU 7d: J5iHt ~ iJ"t t.: (7)-С';Ь ~ о 
Г~-1'У·Р'7':/.:t.~$~Jt:'Ь~~«~;:n~(7)~~m(7)Ф~'У~if-*7~~-1'У 

Wl~rпn· Р '7' :/j::~iJ!P V7(7)9:fJ~АJ[Н-=LНf lJ.:JI:f,I~~7d:j] ~,.f (7)~ L- ~ bl~f~ ~ 'ь т 
«l"~.f -) t: L- t.: t: :z. ~ o.f L-l" .f (7)3J$# '-=&,*::fPJ J\7d: 'ь (7) (7)--:::>iJ! V.:L -«Jv " (7)*11\ 
i.!Н t.: "J t.: (7) -С' ;ь ~ (73) о 

ГJv-т:/.J ~-=tm;< 'YJv7'--i"7(7)~jfflj!N5~ Г~Л~(7)~.] (1859) ~'I:t, '7r:7'v'Y=r--1 ~-=~ 

t) ;: бiJ ~nt':J~:/V:/iJ!~I5~.f ~.f -) t: L-l", ~~15~ Г Ш~(7)~ L- ~~Y' .:L-«Jv l' (7)Гif~ 
~-= f$.f -) t: ii:rtOZJ..t.:J(74) iJ!::f§ ~ ~-= ~;b"J l" Р ~. ;: ;: -С' l:t V .:L -«Jv " (7)1'1 IНif:~Щ7d:t±3(J'f. 
(7) А ~ iJ!1'ffU: L- im-C' D (7)!tffij ~-= J: ~ -1t ~ ~l5im (7) l} t: -:::> ,-= Jl!Q~' 7d: ~ 'о 

1т ~ 7d: Р"?:/ А ~;t~ '7 (7)7 i) 77d: с: iJЧч!( t) 1;):' бiJ ~ nt.: r.f (7)l'IiJ13Z.J (1860) ~-= l:t V.:L­
«Jv Н:tШ}1ННЯn7d: ~ 'iJ' (75), «Jv-C --i', 7 ~-= -:::>Pl" {Х(7) J: -) 7d:-WiJ!;Ь ~ о Р У7~л~ 
(7)Гif~ t: (7)~;b t) 11 ~jili« l" Р ~ }~-C', * t.:;: (7) ГШ~13' J iJ! 7...3<' :/ 7- гj -1 т . у-;7 Jv 

~-= JfA L- t.: ;7" '7 J 7 А =r--1 ~ ~т JИ-= L-l" ~ ,~ t: 'Ь;Щ:Z. ~ n~ ,~-C' ~~~I*~~H 'о 

t:J ;/7~Щfj!U..: t? 'j:t§".f -? -С';Ь ~ iJ', 1I!ш,rн \~Jii!f*~~~t!.o .f l" L t:J ;/7(;Т)i~~~J. (а: с ~ёt§" 

.f -? -С';Ь ~ iJ', sii1< ~ ~J. с L Ъ 'F-'ft!. -::J t..:. t!.iJ;1I!ШШ*~М?!Н..:::~ l" t..: o ~~-f§';t ~;fj&:iJ;i!f*~ 

l:jч..:::~и..: 'b~'J., ;b~'T Ъ~':tп';f'i!f~iJ'~JJ1.~п л \blf3;i:\-C' Ъ ~ < ()(~lН:I-'РVт3<, ~ t:, 
(..::: 'j:;t«7 (..::: Ы;Ш~iJ'iМХЛ -::Jt..:), -'C~~I'!.\(;Т))] [стихия] т ;b-::Jt..:. f1'~$;!ji1 t ~1t'..::: J:-::JL 

- 15 -



相沢直樹

心の中に引き起こされる、あの漢として甘く、鮒象もなく一切を包み込む感覚を愛したのである㈲。

　『父と子』（1862）でもツルゲーネフはシューベルトを取り上げた。今度は主人公バザーロ

フたちの父の世代の愛着物としてである。バザーロフとアルカーチイが庭で話をしている

と、「ちょうどこの時、ゆるやかなチェロの響きが家の中から二人のところまで聞こえてき

た。上手ではないが、感情を込めて、誰かがシューベルトの糊待』を弾いていた。甘った

るい旋律が蜜のように笛に漂っていた」⑳。シューベルト歌曲を心を込めて弾くアルカーヂ

イの父ニコライとそれを嘲笑するバザーロフの姿には、所謂40年代貴族インテリゲンツイ

ヤと60年代雑階級人の価値観と趣昧の違いがくっきりと浮かび上がっている。こんな所で

も、この小説は『ルーヂン』と呼応しているのだ。ツルゲーネフは時代を見越したかのよう

に、これ以後の作品ではシューベルトを取り上げなくなる。

＊ ＊ ＊

　若きトルストイは1856－57年の冬をペテルブルグで過ごし、シェリングの観念論的芸術論

を儒奉ずるボトキンらのサークルでの嵐のような芸術談義の雰囲気の中で、オペラや家庭音

楽にのめり込んだ。中篇小説『アリベルト』（1858）には、作家が体験した当時の音楽界の

状況が映し出されている。作中第5章での「古い音楽と新しい音楽」をめぐるアリベルトと

ヂェレーソフの会話には1850年代半ばに人気を博した音楽と音楽家の名前が登場し、すで

に1843年からペテルブルグを訪れていたポーリーヌ・ヴィアルドーとルビー二の名演も回

想されている。

　この小説はまた一種の音楽家小説でもある。主人公アリベルトは天才的なヴァイオリン奏

者だが、アルコール中毒の性格破綻者でしかるべき仕事に就かずにいる。彼の才能を惜しむ

舞族のヂェレーソフが彼の面倒を見ようと申し出σ8｝、一分の邸に引き取った翌晩、天才ヴァ

イオリニストは音楽談義からいつしか自分が見る幻覚の話を打ち明ける。しばしの沈黙の

後、アリベルトは向らも精神の危機を予感しているかのように、“Und　wenn　die　Wblken　sie

verhtillen，／Die　Sonne　bleibt　doch　ewig　klar2［むら雲に覆い隠さるるとも、永遠に臼は輝

き続ける］と歌い、続けて“lch　auch　habe　gelebt　und　genossen3’［我もまた生き、味わい

たり］と付け足している㈲。

　この箇所についてメンデリソンは注釈の中で、第一の引用はヴェーバーのオペラ『三二の

射手」の中のアガーテのカヴァティーナ冒頭の：不正確な引用とした上で、第二の引用はシ

ラー詩によるシューベルトの歌曲の「疑いのない反映」であるとして『テクラ：霊の剤と

『乙女の嘆き』の中のそれぞれ一節を示している。すなわち、前者の第1連の終わり：Hab’ich

nlcht　beschlossen　und　geendet，／Hab’ich　nicht　geliebet　und　gelebt～［私は事切れ、身罷った

のではなかったか。私は愛し、生きたのではなかったか］と後者の第2連の終わり：至ch　habe

genossen　das　irdische　Glack，／1ch　habe　gelebt　und　ge茎呈ebe£．［私は現世の幸せは味わいまし

た。私は生き、そして愛したのですから］である（80｝。愛を失った乙女が聖母に自分を天に召

して下さいと訴える「乙女の嘆き』は、メンデリソンによれば「我が国で特に人気のあった

歌」であった。引用された箇所だけを比べると、アリベルトが口ずさむ二つ冒の歌は『Z二
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19世紀ロシア文化におけるシューベルト

ベルトの歌曲『さすらい人諺を歌った女性の声を讃えている椥。作家が短篇小説謬アリベル

ト』を発表したのはこの2年後のことである。

　ヤースナヤ・ポリャーナに引っ込んで教育活動に携わるようになってからのトルストイの

シューベルトとの関わりについて興味深いエピソードがある。トルストイの理念に共鳴し、

協力者となったエルレンヴェインはi861～63年を1更II想して、ヤースナヤ・ポリヤーナでの

作家の姿を詩的なタッチで生き生きと伝えている。

バルコニーの開け放たれた窓から、夜のしじまを縫ってピアノの音が鴫り響く。シューベルトのバ

ラード“Edlく6nig”を弾いているのだ。トゥートウートゥートゥートウートゥ。ピアノが轟く。レチタ

チーヴオで歌う誰かの声がする1「あれは誰だ？　冷たい闇の申、鵬を駆る者は」。トゥートゥートゥ、

トゥートゥートゥ。鍵盤がとどろく。「それは遅れた叡者、幼い息子を抱いて」岡じ声が繰り返す。荘

厳な……が次第にもっと優しい調子に移って行く。ピアノの匡三iりを聞き手がひとかたまりになって

陣取っていた。ゲーテの詩的な伝説の詩句を砕いて物語りながら、霊感に満ちたシューベルトの畜

楽を演奏しているのはレフ・ニコラエヴィチだった。〈中略〉「駅者が馬を駆り立て、家にたどり着

くと、その腕の中で幼子は死んでいた」という悲劇的な終周の描写に至って、演奏している本人も

描かれた場灘の不気昧さに捉えられ、筋骨たくましい両の手で思いきり鍵盤を1置くと、音楽は甲高

い和畜で終わり、バラードの鍛後の講葉r幼子は死んでいた」がうめき声のように夜のしじまに響

き渡る（9D。

　匝1想は演奏後静けさを取り下し、再び眠りにつく［重1然の描算に続けて、三楽の印象で黙り

込んだ人びとの雰翅気を和らげようとトルストイが再びピアノに向かう場面を伝えている。

作家がお気に入りのメンデルスゾーンを弾こうとすると、たった今回かされた音楽に恐れを

なした子供たちが口々に「『森の精』はやめて」、「どうして森の精はよその子をいじめた

の？」、「霞分の子どもがいなかったのかな？」などと色々なことを雷っている様が描写され

ており、微笑ましいとともに大変興言深い〔92｝。

　エルレンヴェインと岡様にトルストイ学校の教師をしていたペテルソンも、ヤースナヤ・

ポリャーナで三間たちとトルストイの話を聞く楽しさを語った後で、「私にとってさらに楽

しかったのは、彼の見事なピアノ演奏を聴くことでした。特に私の記憶に深く刺みついてい

るのは、ジュコーフスキイのバラードの詩を付けたシューベルトの『二三臼でした」と回想

している（93）。

　音楽に造詣の深かったトルストイの趣昧と芸術理念の関係について示唆的なのが、彼のユ

ニークな芸術論『芸術とは何か』（1897－98）である。その中の音楽を論じた部分で、彼は「新

しい畜楽家たち」の旋律が無内容で排他的なために「世界的はおろか、民族的ですらない、

すなわち民族全体ならぬ一部の人々にしか容れられないものになっている」ことを批回して

いる（第16章）。そして、芸術に力強い素朴さを求める思想家は、推奨できる音楽として「全

世界的芸術の要求に近づいている」音楽家の行進曲と舞曲、様々な民族の民謡を挙げた後、

「専門的な音楽の中からはこ1くわずかな作品を一バッハの有名なヴァイオリンのためのアリ

ア、ショパンのノクターン£s－dur［変ホ長調］、それからたぶん、ハイドン、モーヅァルト、

シューベルト、ベートーヴェン、ショパンの作品のうちの曲金体ではなくその部分的な箇所
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から選ばれた十ぐらいのものを挙げることができよう」働と留保つきで述べている。興味深

いのは、当初この中に含まれていたヴェーバーの名前が単行本の校正の途中で削除され、

シューベルトの名に代えられたということだ95｝。ここには思想家トルストイのシューベルト

に対する微妙なスタンスが窺われる。

　一方、シューベルトの音楽はまた、育児ノイローゼになったソフィア夫人の心にも不思議

な力を及ぼしている。1864年秋にトルストイは落馬して手を骨折し、治療に専念するため

モスクワの夫人の実家ペルス家に留まり、離ればなれになった二人はこの間毎日のように手

紙を交わしているが、夫人が夫に宛てた手紙G2月7日付け）の中に次のような一節があ

る（この直前まで夫人は病気がちの幼い子どもたちを抱えて塞ぎ込み、自身も体調を崩して

ひどく感傷的になっていた）。

あなたの書斎に座って、泣きながら書いています。自分の幸福を、あなたのこと、あなたがいない

ことを思って泣いているのです。自分のこれまでのことを色々思い出しています。マーシェンカが

何か弾きだしたので泣いています。その音楽は私が長いこと耳にしなかったものですが、私の世界、

私が長いことそこから一歩も出られないでいた、子どもたちの、おしめの、子ども相手の世界から

私を引っ張り出し、それとは全く男1のどこか遠くに連れて行ってくれました。〈中略〉今回は音楽を

聴いて全神璽が高ぶり、あなたのことを滅茶苦茶に愛していて、あなたの窓越しに太陽が美しく沈

んでいくのを眺めています。私がこれまで無関心でいたシューベルトのメロディーが、今や私の心

持ちを全く一変させようとしていて、この上なく苦い涙に咽ぶのをこらえることができません。そ

れはそれでよいのですけど。愛しいレーヴォチカ、あなたは私のことを笑って、気が狂ったと言う

でしょうね醐。

　シューベルトの音楽が悲しみや不幸を感じている人の心に沁み入る不思議な力を持ってい

るというのは、国籍や時代を問わないもののようだ。トルストイからは外れるが、188玉年

1月31日のドストエフスキイの葬儀の夜、重苦しい雰囲気の中で友人とともに作家を偲ん

で過ごした音楽家のチュメーネフは「私は気分に相応しいベートーヴェンとシューベルトの

曲をたくさん弾いた。彼は座って聴いていた」197）と回想している。

　ヤースナヤ・ポリヤーナでは世紀の変わり目になってもシューベルトの響きが止むことは

なかったようである。作家の日記等を繕くと、トルストイ邸を訪れたプロの音楽家たちに

よってシューベルトが演奏されていた事実が散見される。1899年1月12～14日の聞に高名

なピアニストのイグムノブがトルストイ邸で演奏した演匿の中に、ショパン、ルビンシュテ

イン、メンデルスゾーンと並んでシューベルトの名が見える（98）。

　世紀を越えた1907年4月26臼、ヤースナヤ・ポリャーナに高名なピアニストのゴリデン

ヴェイゼルとヴァイオリン奏者のシボルがやって来た。その晩、モーツァルトのソナタ2曲、

シューベルトの作昴1曲、ベートーヴェンの『クロイツェル・ソナタ』が演奏された〔991。「と

ても楽しかった」という作家のメモが残っているGoo）。翌1908年8月3日から4臼にかけて

両人は再びトルストイ邸を訪れ、最初の晩はモーツァルトのソナタ3曲、ベートーヴェン

1曲、グリーグ1曲を、2日目の晩はモーツァルトのソナタ1曲、ベートーヴェンの「クロ

イツェル・ソナタ』、シューベルトのソナタ、ベートーヴェンのロマンスなどを演奏した㈱）。
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19世紀ロシア文化におけるシューベルト

19世紀ロシアにおけるシューベルトをめぐる主な出来事

1825　シューベルト、ピアノ連弾曲『大葬送行進1王霞ハ短調　ロシアのアレクサンドル1世

　　　の逝去に寄せる』を作曲

1826　シューベルト、ピアノ連弾曲『英雄的大行進雌1イ短調　ロシアのニコライ1世の戴

　　　冠式用馨を作曲

1828　シューベルト没

1829　『ネフスキイ年鑑』出版（シューベルト0）作品を含む）

1835　スタンケーヴィチ、『魔王』を発見する

1837　スタンケーヴィチ、歌曲集『白烏の歌』第2都を入手

　　　ドイツのテノール歌手ブライティングの客演（一1840。『魔IIヨほかシューベルト歌曲

　　　の紹介）

1838　オドーエフスキイ『孤児』

1839　チェロ奏者セルヴェのコンサート（シューベルトのワルツの変奏曲を披露）

玉840　この頃オガリョフが『セレナーデ』をロシア語に翻訳

1841　ドイツの歌姫ハイネフェッター、隠すらい人』ほかシューベルト歌曲を披露

　　　レールモントフ、未刊の小説を遺し、決闘に驚れる

1842　リストの最初のロシア公演（『魔王』ほかの自作ピアノ用編曲を披露）

　　　パナーエフ『アクテオン』

玉843　リストの2度目のロシア公演

　　　イタリア歌劇団の最初の巡業（ヴィアルドー、ルビー二来る）

1844　パリのテノール歌手ヴァルテル、コンサートで『アヴェ・マリア』と『セレナーデ』

　　　を歌う

　　　クララ・シューマンのコンサート

　　　エルンストによる自作の『魔三踊ヴァイオリン用編曲の披露

1847　リストの3度目のロシア公演

1855　ヅルゲーネフ『ヤーコフ・パースィンコフ悉

1856　ツルゲーネフ『文遡、『ルーヂン』

1858　シューベルトの『ハ長調交響曲』、ロシアでの初演（ベテルブルグ貴族会館）

　　　トルストイ『アリベルト麟

玉859　ツルゲーネフ満引の巣磐

　　　ゴンチャローフ『オブローモフ』

　　　アントン・ルビンシュテイン、ロシア音楽協会（PMO）を創設

1862　ツルゲーネフ『父と子』

1863　ブリスチアノーヴィチの諭文『フランツ・シューベルト』

玉867　妹完成交響曲』ロシア初演（A．ルビンシュテイン指揮PMO：モスクワ貴族会館）

1869　『未完成交響曲』ベテルブルグ初演（バラキレフ指揮PMO：ベテルブルグ貴族会館）

1872，1874チャイコフスキイによるシューベルトの四重奏、交響曲などについての論文

至885　チェーホフ『道に迷った人びと』

1886　シューベルトに捧げられた「歴史的交響幽コンサート」（A．ルビンシュテイン指揮）

1897　シューベルト生誕100周年：各地で記念コンサート、また記念論文多数

i897－98　トルストイ『芸術とは何か』
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Шуберт в русской культуре XIX века 

Наоки АЙДЗАВА 

Настоящая статья посвящается вопросам восприятия гениального австрийского 

композитора Франца Шуберта (1797-1828) в русской культуре XIX века. В работе собрано 
много различных материалов, связанных с этой темой: письма русских писателей, 

воспоминания о них, литературные произведения и даты исполнений Шуберта на 

русских концертах. Используя эти материалы, мы пытаемся изобразить образ Шуберта 

в России прошлово века. 

Статья состоит из четырех глав. 

В первой главе мы рассматриваем, как относились к Шуберту русские интеллигенты 

1820-40-х годов, в частности члены кружка Н.Г. Станкевича, которые были увлечены 

немецкой идеалистической философией. 

Станкевич «чуть не сошёл с ума», когда он нечаянно нашел "Erlkol1ig" (<<Лесной 
царь») Шуберта в 1835 г. - об этом ярко свидетельствует его письмо своему другу 

я. М. Неверову. Глубоко заинтересованный Шубертом, молодой философ усердно 

разыскивал его произведения и биографические сведения о нем. Как предполагает 

Б.В. Асафьев, именно к этому времени следует отнести начало ознакомления москов­

ской передовой интеллигенции с песнями Шуберта. 

По-видимому, спустя года два познакомился он с новыми шубертовскими вещами­

песнями в его посмертном собрании «Лебединая песня», которые рекомендовал ему 

Лангер, учитель музыки его брата. Станкевич достал вторую часть этого собрании, 

которую он потом послал в Премухино. Он пишет Л.А. Бакуниной в 1837 г.: «На днях Я 
вам при шлю Schubert's Schwal1el1gesal1g. < ... > Это чудо! Мишелю нравится Erlkol1ig 
больше, но, по моему, эти лучше. Такой музыки я давно не слышал!» Судя по письмам, 

в этом собрании особенно нравились ему "Atlas'; "Ат Meer" (<<На море») и "Doppelgal1ger" 
(<<Двойник»). На Бакуниных произвели сильное впечатление произведения гениального 

композитора. 

Под влиянием Станкевича кумиром в его кружке стал Шуберт. М. Алексеев чутко 

замечает: «И если Шиллер до известной степени подготовил у нас понимание Бетховена, 

то Гете, Гейне и немецкие романтики открыли нам путь к достижению Шуберта». 

У В.Г. Белинского отмечается большая страсть к "Leiermal1l1", одной песне из 
собрания Шуберта "Wil1terreise" (<<Зимнее путеществие»). Обожал Шуберта ВЛ. Боткин, 
который в своих музыкально-критических статьях с поклоном не раз упоминает его 

имя, говоря, например, о роде «бессмертных песен Шуберта». Нельзя упускать из виду 

значительную роль Н. п. Огарева, как переводчика «Серенады» Шуберта. Унаследовал 

склонность к Шуберту от его старших товарищей молодой И.с. Тургенев. 

Во второй главе рассматривается распространение музыки и имени Шуберта в 

России через исполнения его произведений на концертах и музыкально-критическая 

деятельность в журналистике. 

Первым знакомством с музыкой Шуберта русская публика была во многом обязана 

заграничным артистам, в частности певцам, певицам и пианистам. 

Одним из первых исполнителей Шуберта является венский тенор Герман Брейтинг, 

который выступал в Немецком театре в Петербурге в 1837-40 гг. и пел на концертах песни 
Шуберта, начиная с «Лесного царя». Немецкая оперная актриса Сабина Гейнефеттер, 

выступавшая на русских концертах в 1841г., была известна своими исполнениями 

романсов Шуберта, в частности "Der Wal1derer" (<<Скиталец»; а в то время «Странник»), 
который даже получил название «Сабинской песни» в России. 
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Необходимо подчеркнуть особенное значение гастролей венгерского гениального 

композитора и пианиста Ф. Листа, который исполнял на концертах собственные пере­

ложения песен Шуберта для фортепьяно, в том числе знаменитую транскрипцию 

«Лесного царя». Он впервые прибыл в Россию в 1842 г. и затем гастролировал в 1843 г. и 
в 1844 г. 

Впервые в 1843 г. прибьmа в Россию примадонна итальянской антрепризы Полина 
Виардо-Гарсиа, в репертуар которой входили такие песни Шуберта, как «Двойник» И 

«Серенада». Нашедшая своих поклонников (известно отношение Тургенева к ней), 

г-жа Виардо дальше неоднократно посещала Россию. 

Ешё надо упомянуть о некоторых артистах, которые внесли нем алый вклад в 

распространение в России произведений Шуберта. Виолончелист А.Ф. Серве познакомил 

русскую публику с вальсом Шуберта ля бе-моль мажор (<<Печальным вальсом» или 

вальсом «)Келание»), исполняя собственные вариации на этот вальс. А скрипач Г.В. 

Эрнст исполнял в России в 1844 г. свое переложение «Лесного царя», которое произвело 
сильное впечатление на русскую публику. В том же году выступал с песнями «Ауе Maria» и 
«Серенада» на русской сцене парижский тенор П.-Ф. Вартель, который, как утверждает 

В.Ф. Одоевский, «первый ввел в Париже Шубертовы мелодии, теперь сделавшиеся 

народными в целой Европе». Гастролировала в это время и Клара Шуман с мужем, в 

репертуар которой входили сочинения Шуберта. 

При этом нужно отметить, что в газетах и журналах помещались многочисленные 

рецензии на концерты вышеуказанных артистов и статьи о Шуберте, которые принад­

лежали как Боткину и Одоевскому, так и прочим ныне безымянным критикам и журна­

листам, и которые играли важную роль в распространении имени и про изведений 

Шуберта. 

В статье Н. Фристиановича «Франц Шуберт» (1863), которую можно считать одной 
из первых обстоятельных статей, посвященных композитору, указывают 13 популярных 
тогда в России песен Шуберта, а именно: «Лесной царь», «Странник», «Ауе Maria», «Про­
сти», «Колыбельная песня», «Баркаролла», «3юлейка», «Гретхею), «Три солнца», «Мона­

хиня», «Почта», «Ожидание», «Фориель». Кстати, в его список почему-то не входит 

«Серенада», которая, должно быть, уже была очень известна русской публике. 

Если в 1830-40 годах на русских концертах исполняли преимущественно песни 
Шуберта, то во второй половине XIX века - не только его песни, но и сочинения дру­

гих жанров, и вообще исполнялся Шуберт заметно чаще. В 1858 г. впервые в России 
была исполнена симфония до мажор Шуберта под управлением к.Ф. Альбрехта. 

При этом надо подчеркнуть значение активной деятельности Антона и Николая 

Рубинштейнов с основанным ими в 1859 г. Русским Музыкальным Обществом, которое 
на концертах часто исполняло разные произведения Шуберта; в репертуар РМО входят 

романсы, песни, симфонии, квартеты и таюке оперная музыка и хоры Шуберта. В 1867 г. 
Москва встретила день первого исполнения в России «Неоконченной симфонии» (в 

симф. собрании РМО п/у Н. Рубинштейна). В 1886 г. в Петербурге давали «исторические 
концерты» А. Рубинштейна, посвященные Шуберту. Как выдающийся пианист, А. Рубин­

штейн также исполнял на своих концертах сочинения Шуберта: «Экспромты», «Музы­

кальные моменты», «Лесной царь», «Баркарола» и Т.д. 

В газетах и журналах появлялись многочисленные статьи о разных произведениях 

Шуберта. Например, о его квартетах (1872) и о симфонии до мажор (1874) писал статьи 
П.И. Чайковский. 

В 1897 г. Россия отпраздновала столетие годовщины рождения Шуберта. Устраи­
вались различные концерты в память гениального композитора не только в обеих 

столицах, но и в таких местных городах, как в Одессе, в Казани и в Баку. 

В третьей главе рассматриваются реминисценции Шуберта в русской литературе 
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XIX века. 
Шуберт появился в литературе чуть ли не одновременно с его дебютом на русских 

концертах. По-видимому, впервые в истории русской литературы ввел произведения 

Шуберта в свой рассказ «Сирота» (1838) В.Ф. Одоевский. Знаток западной музыки и 
поклонник немецких романтиков, он там описывает сцену, где в квартире «гробовщика» 

поется песня Шуберта на слова И. Г. Зейдла "Das Glбсklеiп" (точнее, "Das zйgепglбсklеiп", 
Т.е. «Погребальный колокол») . 

Весьма значительную роль играют песни Шуберта в повести И.И. Панаева «Актеою> 

(1842). Героиню Ольгу Михайловну в молодости в Москве познакомил с Шубертом 
молодой учитель, который для нее перевел его «Серенаду» И даже отдал ей свои записки, 

где излагаются размышления о нем. Отныне Шуберт занял важное место в ее жизни. 

Записки учителя своего рода превосходная, хотя маленькая, статья о «короле 

песею>. Там написано: «Они - эти песни его - полны проявленья той глубочайшей, 

сокровенной внутренности души человеческой, которая невыговариваема. < ... > В 
Шуберте выразилась трагическая сторона жизни человеческой, мир ее сокровенной, 

внутренней сердечности. < ... > Преобладающий характер его песен почерпнут из того 
состояния души, которое я не сумел назвать иначе, как музыкальным состоянием. Это 

ощущение всегда слито с меланхолиею. < ... > Меланхолия есть высшая, идеальная сто­
рона грусти < ... >. И все создания Шуберта дышат меланхолиею». 

Одинокая и скучающая в деревенской жизни с нелюбимым мужем Ольга Михай­

лoBHa находила себе утешение в звуках Шуберта и иногда одна пела «Серенаду» (здесь 

в повести впервые был опубликован перевод Огарева). Она случайно вновь встретила 

своего учителя. Но им было суждено видеться лишь недолго. В конце повести перед 

разлукой с ним героиня, будучи больной при смерти, поет для него «Страннию>, как ее 

<<лебединую песню». Здесь приведен почти весь текст песни на русском языке. 

у И.С Тургенева мы часто встречаем Шуберта. Особенное значение имеют песни 

Шуберта в трех его произведениях, опубликованных в 1855-56 ГГ.: в рассказе «Яков 
Пасынков» (1855), в эпистолярной повести «Переписка» (1856) и в его первом романе 
«Рудию> (1856). Эта «трилогия» тесно связана с вопросами влияния немецкого роман­
тизма на русских интеллигентов. 

В рассказе о «последнем романТике» вспоминается с глубоким сочувствием: 

«Пасынков очень любил музыку. < ... > Особенно он любил <Созвездия> Шуберта». 
О героине «Перепискю> ходят слухи, будто она по ночам ездит верхом взад и вперед 

по реке вброд и поет при этом «серенаду Шуберта» или стонет: «Бетховен, Бетховен!». 

А пропагандист немецкого романтизма Рудин ведет людей у Ласунской к заповед­

ному миру, просто спрашивая: «Знаете ли вы <Erlkonig> Шуберта?». 
Тургеневу были необходимы имя и песни Шуберта для того, чтобы живо и отчет­

ливо изобразить людей под подавляющим влиянием немецкого романтизма. 

В романе «Отцы идетю> (1862) Базаров смеется над отцом Аркадия, Николаем, 
который на виолончели «играл С чувством, хотя неопытною рукою <Ожидание> Шу­

берта». Отношения к романтическому композитору с обеих сторон символично выра­

жают расхождения во взглядах и вкусах между людьми 40-ых годов и людьми 60-ых 

годов. 

А в «Дворянском гнезде» (1859), раздосадованный разговором с Лаврецким, Пан­
шин <<попытался перевести его на красоту звездного неба, на музыку Шуберта - всё 

как-то не клеилось». Здесь имя Шуберта служит просто одним из предметов разговора 

у легкомысленных людей в светском обществе. 

В повести Л.Н. Толстого «Альберт» (1858), герой которой гениальный но поги­
бающий скрипач, и которая заполнена разговорами о музыке и воспоминаниями об 

артистах из-за границы, выступавших на русской сцене, отмечаются реминисценции из 
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песен Шуберта на слова Шиллера: "Thekla (eine Geisterstimme)" (<<Текла (голос духа)>» и 
"Mtidchens Кlage" (<<Жалоба девушки» ). 

В романе Ф.М. Достоевского «Преступление И наказание» (1866) сумасшедшая 
Катерина Ивановна поет "Du hast Diamanten und Perlen .. :' (ч. 5, гл. 5) из стихотворения 
Гейне. Об этой песне ошибочно замечает г.Ф. Коган в реальном комментарии к роману, 
будто это «романс Шуберта». Насколько нам известо, такого романса композитор не 

сочинял. 

М.Ю. Лермонтов в своей неоконченной повести упоминает о заезжей певице, 

которая «пела балладу Шуберта на слова Гете: <Лесной царь>>>. Под этой певицей, 
повидимому, имеется в виду Сабина Гейнефеттер. 

Интересно, что даже героиня романа И.А. Гончарова «Обломов» (1859) поет 
Шуберта: «Проходя МИМО окон Ольги, он слышал, как стесненная грудь ее облегчалась 

в звуках Шуберта, как будто рыдала от счастью> (ч. 2, гл. 10). 
Что касается АЛ. Чехова, то в его рассказе «Заблудшие» (1885) пьяный присяжный 

поверенный Козявкин «в отменном настроении» поет серенаду Шуберта: «Пе-снь моя­

я-я ... лети-ит с мольбо-о-о-ю». Легко здесь отметить, что он поет на слова русского 
перевода Огарева. 

В последней главе приводятся прочие интересные эпизоды, связанные с именем 

Шуберта в России. 

Некоторые первые эпизоды относятся к жизни в Ясной Поляне. По воспоминаниям 

А.А. Эрленвейна и Н.П. Петерсона, которые участвовали в педагогических делах Толстого 

в 1860-х годах, великий писатель часто перед детьми и студентами играл на рояле балла­

ду «Лесной царь» с пересказом слов Гете. 

По-видимому, он лично очень любил Шуберта, хотя в Толстом-мыслителе наблю­

дается какое-то деликатное отношение к австрийскому композитору. В своем трактате 

«Что такое искусство?» (1897-98), говоря о ряде рекомендуемых музыкальных произве­
дений, мыслитель с оговорками упоминает нескольких композиторов, в том числе и 

Шуберта. Любопытно, что сначала Толстой указывал на произведения Вебера, но потом 

в корректурах отдельного издания заменил его имя Шубертом. 

Нередко говорят, что музыка Шуберта глубоко трогает особенно тех, кто погру­
жается в грусть. Судя ПО письму Софьи Андреевны Толстой в 1864 Г., его мелодии также 
оказывали удивительное влияние на нее, утомленную хлопотами по воспитанию болезнен­

Hыx детей и тяжело переживающую свое одиночество в отсутствие мужа. 

Мало известно, что Шуберт сочинил две пьесы для русских царей: «Большой 

похоронный марш до минор» К кончине Александра 1 и «Большой героический марш 
ля минор» для коронации Николая 1 (Оба марша - пьесы в четыре руки). Был ли 

Шуберт вознагражден за его заслуги - утверждать мы не можем. 

Собственным авторским воспоминанием о московском «Вечере памяти Шуберта» 

в марте 1997 г. заканчивается работа, посвященная двухсотлетию со дня рождения 
гениального австрийского композитора. 
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